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要 旨

大手前学園では、1997年 よ り学生 による授業評価 ア ンケー トを前期 ・後期の学期末に

実施 し、授業改善に役立てて きた。 しか し、 このような形で行われ る授業評価は、授業

改善の取 り組みが次期授業以 降にしか反映 されない。その結果、

1.授 業評価 を行 った学生への直接の フィー ドバ ックが行 われず、授業評価 を行 う学生

への動機付けが弱い。

2.半 期間の授業総体 の総合評価 になって しまい、各回の授業 内容に対する評価 を得 る

ことが出来ない。

な どの欠点があった。

そ こで2003年 に携帯電話 を利用 した リアルタイム授業評価 ア ンケー トシステム(C-

POSシ ステム)の 導入の検討が行われ、以来 このシステムを運用 して4年 目に入る。 こ

の システムが導入 された当時は携帯電話 を利用 した授業評価 を実施 している大学 はそ う

多 くはなかったが、今ではいろいろな大学で実施 されてお り、学会 な どへ の結果報告 も

多々見 られる現状である。

本報告 は、前年に引 き続 き、2006年 度後期、2007年 度春学期 に行 った携帯電話 による

授業評価 ア ンケー ト結果について、前半では特 に四者択一の問に対す る回答について、

後半では 自由記述回答のテキス トデー タを分析 した結果について考察する。

キ ー ワ ー ド リ ア ル タ イ ム 授 業 評 価:Real-TimeClassEvaluation

授 業 改 善:FacultyDevelopment

携 帯 電 話:Cellularphone
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は じめに

大手前学園では、2003年 に携帯電話 を利用 した リアルタイム授業評価 アンケー トシス

テム(C-POSシ ステム)の 導入の検討が行 われ、以来このシステムを運用 して4年 目に

入る。本報告はその4回 目の報告 となる。

この システムが導入 された当時 は、携帯電話 を利用 した授業評価 を実施 してい る大学

はそう多 くはなかったが、今ではいろいろな大学で実施 されてお り、学会 などへの結果

報告 も多 々見 られ る現状 である。

本報告 では、前年に引 き続 き、2006年 度後期、2007年 度春学期に行 ったアンケー ト結

果 を基 に、前半で は特 に四者択 一の問に対する回答 につ いて、後半では自由記述 回答の

テキス トデー タを分析 した結果について考察す る。

2.C-POSシ ス テ ム の 概 要

2-1.C-POSシ ステム導入の背景

これ までの報告(注1)で も述べて きた とお り、大手前短期大学 においては、1997年 よ

り学生 による授業評価 ア ンケー トを前期 ・後期の学期末 に紙ベースで実施 し、授業改善

に役立てて きた。

しか し前回の報告で も述べたとお り、 この ような形で行われる授業評価 には、授業改

善の取 り組みが次期授業以降に しか反映 されないとい う欠点がある。

その結果、

1.授 業評価 を行 った学生への直接の フィー ドバ ックが行 われず、授業評価 を行 う学

生への動機付 けが弱い。

2.半 期間の授業総体 の総合評価 になって しまい、各 回の授業内容 に対する評価 を得

ることが出来ない。

などの欠点があった。

そ こで、従 来の授業評価 に加 え、各 回の授業内容 に関する評価 を集め、その結果を次

回の授業 に反映させ る事が 出来るリアルタイムな授業評価 システムが必要であると考 え

た。入力端末 としてパ ソコンを利用 しても、パ ソコンを設置 した場所で しか入力するこ

とがで きない。そ こで、普通教室の授業で も授業時間中にリアル タイム評価がで きるよ

うに、昨今大多数の学生が所持 している携帯電話 のブラウザ機能を利用 して授業評価ア

ンケー トに入力可能なシステムを運用す る事 になったのである。
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2-2.C-POSシ ステムの運用

C-POSシ ステムの運用の概要 に関 して も前回の報告で述べた とお りだが、再掲す ると、

授業時間の最後約10分 を利用 して、学生 に携帯電話 を利用 してアンケー ト用ホームペー

ジにアクセス させ、ア ンケー ト回答 を入力 させ る。(携 帯電話 による入力画面は図 一1

を参照)な お、 アクセスさせる時 は、URLを 打ち込むかQRコ ー ドを読み取 らせ るかの

方法 を選択 させ た。

教員は、授業終了後研究室のパ ソコンのWEBブ ラウザでア ンケー トの集計結果や学生

の 自由記述 を見る事 に より、次回の授 業に学生の意見 を反映する事がで きる とい うもの

である。(教 員用確認画面 は図 一2を 参照)

なお、本校では携帯電話 を所持 していない学生、あるいは、当システムに対応 してい

ない機種 を使用 している学生のために、貸 し出 し用 の携帯電話(AUA55225A)を30

台準備 している。 また、学生所有の携帯電話 を利用 した場合 は、学生に通信料負担(パ

ケ ット代)が 発生す るため、半期科 目(2回 分)で50円 の学生食堂の食券か生協の売店

の金券 を例年通 り配布 している。

3.C-POSシ ス テ ム 実 施 概 要

3-1.C-POS対 象科 目、実施期間

2004年 前期授業期 間においては、短期大学 ライフデザ イン総合学科開講科 目より、履

修者数の多少や、講義科 目か演習科 目か などを考慮 して対象科 目を選 びだ した。2004年

後期 は4年 生大学の社会文化学部の数科 目を短大の科 目に追加 して運用 した。2005年 前

期は短大 の科 目で、非常勤 の先生の担 当 している科 目も追加 して選び出し、C-POSシ ス

テムによる授業評価 ア ンケー トを実施 した。2005年 後期および2006年 前期 は短大 の科 目、

社会文化学部の科 目に加 え、人文科学部の数科 目を対象 に加 えてC-POSを 実施 した。今

回の報告対象であ る2006年 後期、2007年 春学期(大 手前大学では、2007年 度か ら前期後

期 を改め春学期秋学期 とい う)は 短大のみの科 目を対象に期間内に2回 ア ンケー トを回

収 した。(表 一2参 照)

結果、2004年 前期 は対象科 目数13、 集計データ総数2,192件 、2004年 後期 は対象科 目

数12、 集計デー タ総数1,398件 、2005年 前期 は対象科 目数49、 集計デー タ総数2,383件 で

あ ったが、今回の2005年 後期 は対象科 目数42、 集計データ総数1,815件 、2006年 前期は

対象科 目数58、 集計データ総数3,550件 となった。

今回の報告対象である2006年 後期 は対象科 目数50、 集計デー タ総数2,179件 、2007年

春学期では対象科 目数51、 集計データ総数1,927件 であった。
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表 一2集 計 デ._._タ 数

対 象科 目数 期 間 内実施 回数 集 計デー タ数

2004年 前 期 13 5回 2,192

2004年 後 期 12 3回 1,398

2005年 前 期 49 2回 2,383

2005年 後 期 42 2回 1.,815

2006年 前 期 58 2回 3,550

2006年 後 期 51 2回 2,179

2007年 春 学 期 50 2回 1,927

3-2.設 問内容

学生へのアンケー トの設問内容 は、問1～4は 四者択一の設問 とし、問5、6を 自由

記述 とした。なお、問5、6に 関 しては1回 目の設 問と2回 目の設問を変 えて回答 させ

た。(ア ンケー トの設問詳細は、添付資料 一1を 参照)

また、学籍番号の記入に関 しては入力任意 とした。

デー タを集計する際 は、 問1～4の 設問の答えに対 してそれぞれ上か ら4、3、2、

1と 点数化 し、実施授業、 日付 ごとに平均 した値 を集計 した。 また、問5、6の 自由記

述 について も、すべて授業 ごとに集計 した。 なお、 このシステムでは、いずれのデータ

も、各担当教員が教員向けアンケー ト集計画面 より授業終了後す ぐにウェブ上で確認す

ることがで きる。

4.集 計結果

4-1.ア ンケー ト回収件数

前述 したように、2006年 度後期 は、10月27日 か ら12月1日 までの問、2007年 度春学期

は、5月15日 か ら6月22日 の問に同一授業 においてそれぞれ2回 アンケー トを実施 した。

(一部授業では1回 実施)

この期 間における全体のアンケー ト回収件数の総数は、2006年 度後期 は2,179件 、2007

年度春学期 は1,927件 であった。(日 付別の詳細 デー タは、添付 資料 一2、3参 照)

添付資料 一2、3で 分かるように各科 目、2回 のア ンケー トを1週 間あるいは2週 間

の間隔で実施 している。 これは各科 目担 当教員がア ンケー トの結果を次週 あるいはその

次の週の授業に活かそうとした事の表れだと考 えられ る。
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4-2.実 施 回別 アンケー ト回収数

今 回ア ンケー トを1授 業あた り2回 実施 したが、図 一3に 両学期 の各回別のア ンケー

ト回収数を示す。(科 目別の詳細デー タは添付 資料 一4、5参 照)
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上記のグラフか ら分かるように、今 回は期 間中2回 ア ンケー トを実施 した。2007年 春

学期 は1回 しかアンケー ト調査 を実施 しなかった科 目が15科 目あ りこれ らの科 目のデー

タ数が250件 あるため、2回 目の回収数が少なくなっているが、 これ らを除けば1回 目よ

り2回 目の回収数が両期 とも多い とい う結果になった。前回の報告で も述べた ように1

期に5回 実施 した年度 もあったが、何度 もアンケー トをする事 によ り学生が アンケー ト

慣れ して しまい最後の回は回収数が初回の約30%に 激減 した反省か ら、昨年度 に引 き続

き今回 も回数 を2回 にした。この ことによって2回 目のア ンケー ト回収数が1回 目に比

して多 くなる結果 になった と考 えられる。 この ようなアンケー トでは各期2回 ぐらいの

実施が適当ではないか と思われる。

4-3.学 籍番号記入のデータ数 と自由記述記入のデ ータ数

学籍番号お よび 自由記述(以 下FA)に 関 しては入力任意 としているが、学籍番号 を

記入 してい る回答数お よび、問5(今 日の授業)、 問6(今 後 の授業)に 関 して、 なん ら

かの自由記述回答 をした回答数を表 一3に 示す。

表 一3自 由記述 回答 数

2006年 後 期 2007年 春 学 期

回答数 2,179 1,927

学籍番号記入数 1,348 1,193

問5の 回答 数 1,264 1,316

問6の 回答 数 1,109 1,153

学籍番号 を記入 した回答 は、2006年 度後期 で全 回答数の約62%、2007年 度春学期 も約
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62%に なった。 この数字 をどう判 断す るかは意見の分かれる ところであるが、6割 以上

の学生が学籍番号 を書 き、責任 を持 ってア ンケー トに回答 した と考え られる。

FAを 書 いた ものに関 しては、2006年 度後期では、問5、 問6の 設問にア ンケー ト回

答者のうち半数以上がFAを 書いてお り、2007年 度春学期では、 アンケー ト回答者の う

ち60%以 上がFAを 書 いている。

FAを 携帯電話か ら入力す ることの煩雑 さに関 して は、前回の調査で も、紙ベースア

ンケー トのFAを 書いている学生が32%で あったのに対 し、C-POSは39%と の結果で、

とくに手書 きに比べ煩雑ではないとの結果がえられたが、今回の結果 は前回の調査以上

に、学生 にとって携帯電話か らの文字入力は、手書 きに比べ容易な作業 となっているこ

とがあ らためて読み とれる。

またFAの 回答に入力 された文字数の最大 は、2006年 度後期においては、問5が96文

字、問6が97文 字、2007年 度春学期 においては、問5が95文 字、問6が99文 字でほぼ同

じ程度であった。FAの 内容に関する詳 しい分析 は次章で述べる。

4-4.間1か ら間4の 四者択一の問について

問1か ら問4に 関 しては、それぞれ理解度、興味、進め方、満足 度について1か ら4

の四者択一で回答する入力必須の問いである。(設 問内容の詳細は、添付 資料 一1.C-

POS授 業評価 ア ンケー ト設問内容 を参照のこ と)

2006年 度後期 と2007年 度春学期 の回答のデータについて、それぞれの問に対す る回答

の平均点を1回 目と2回 目を比べ て表 した グラフを図 一4、 図 一5に 示す。

図 一42006年 度 後 期 設 問 別 平均 点 推 移
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図一52007年 度 春 学 期設 問別 平均 点 推 移

グ ラ フを見 れ ば明 らか な よ うに全 ての 設 問で、1回 目よ り2回 目の 方の ポ イ ン トが 高

くな って い る。 これ は、 リアル タ イム に学生 が その授 業 内容 を評価 す る こ とに よ り、教

員が 次 回 の授 業 で授 業 内容 を変更 した り改善 した り した結果 が大 きな要 因に な って いる

と考 え られ る。(科 目別 の 詳細 デ ー タは添 付資 料 一4、5を 参 照)

2006年 度 後期 で は、4問 の平均 が1回 目は3.2で あ った もの が、2回 目は3.3に 、2007

年 度 春学 期 で も、1回 目が3.2で あ っ た ものが 、2回 目は3.3と なっ てい る。 なお、 一番
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図 一62006年 度 後 期 問1理 解 度 図 一72006年 度 後 期 問2興 味

図_g2006年 度 後 期 問3進 行 図_92006年 度 後 期 問4満 足度

図 一102007年 度 春 学 期 問1理 解 度 図 一112007年 度 春 学 期 問2興 味

図 一122007年 度 春 学 期 問3進 行 図 一132007年 度 春 学 期 問4満 足度
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の伸 び率 を示 したのは2007年 度春学期の興味 に関す る問で1回 目3.1だ った ものが2回

目には3.4と ポイン トをあげているのは嬉 しい事である。

次に問1か ら問4に 対する回答の割合 を2006年 度後期 、2007年 度春学期別 に見 てみる。

(図 一6か ら図 一13参 照、 ドーナツグラフの内側が1回 目の回答、外側が2回 目の回答

のそれぞれの比率 を表 している。)

これを見る と全ての問に対 し両期 とも、好意的回答(1、2の 比率 を合計 した もの)の

ポイ ン トが最低 でも83.7%、 最高では91.5%と 大部分 を占め、そうでない回答(3、4

の比率を合計 した もの)を 大 きく上回っている。 またそれのみな らず、全ての問で1回

目の回答 よ り2回 目の回答のほうが、好意的回答のポイン トが上回っているのが分かる。

これらも前述 した ように、学生の授業 に対する評価 を、教員が リアル タイムに把握 し次

回の授業で授業内容 を変更 した り改善 した りした結果が大 きな要因になっていると考え

られ る。

5.自 由記 述テ キス トの分 析

5-1.FAテ キス トの分析 について

この章ではFAテ キス トの傾向について分析 を行 った結果を述べ る。

今 回、FAテ キス ト(以 下FA)の 分析 に、野村総合研究所が開発 したテキス トマイ

ニングソフ ト 「TRUETELLERVer .5.0」(以 下TTL)を 活用 した(注3)。 テキス トマイ

ニ ングとはデー タベース として蓄積 されたテキス トデー タの傾向 と変化を把握 し、戦略

の確認や検証、課題 の発見、 さらには、問題や課題 を解決す るための施策 を抽 出 し、分

析 を行 うこ とである。TTLに は12種 類 の分析 機能が あ り、全FAに 占め る単語、 キー

ワー ド、話題、 それ らの単語の係 り受 けランキ ングな どが抽 出で きる。また、抽出され

た各テキス トを、他の単語 との係 り受けの関係 などか ら分析 し、「否定」、「疑問」、「要望」、

「理 由」、「可能」、「不可能」、「容易」、「困難」、「状況」、「文末」 の10項 目の意味属性 を

もつテキス トとして分析 し集計す るこ とができる。

ここでは各年度、各回のFAか ら 「主 な話題」 に注 目して抽出を行い、その結果 につ

いて考察 した。「主 な話題」 とは、選択 されたグループのテキス トの中に、数多 く存在

する話題 を係 り受け(フ レーズ)と して捉え、ラ ンキ ング表示 したものであ る。 「主な

話題」は、以下 の係 り受けの組み合 わせ を表示 で きる:

・名詞+形 容詞 ・動詞の組み合わせ 「○○ は◇◇です」○○は口口だ」「○○は口口する」

・形容詞+動 詞の組み合 わせ 「◇◇ で口口する」

・名詞+名 詞 の組み合わせ 「○○の○○」

な どの組み合 わせ にある ものを抽出 している。
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2006年 度後期、2007年 度春学期の1、2回 とも、

「今 日の授業FA」 に関 しては 「状況」(「～である」な どの表現)、

「今後の授業FA」 に関 しては 「要望」(「～ したい」な どの表現)

の意味属性 を持つ 「主な話題」 をそれぞれ抽出 し、 もとのテキス トを同 じ内容の ものご

とに分類 した。

5-2.各 学期および各回に抽出 された 「主な話題」件数

上記の分類によ り抽 出された 「主な話題」件数は以下の通 りである。重複 して抽 出さ

れた ものは省いてある。

表 一4各 学 期 ・各 回 ・各FAの 「主 な 話 題 」 件 数

FA 回
件数

2006年 度 後 期 2007年 度 春 学期

今 日の授 業FA(状 況)
1 39 71

2 30 14

今後 の授 業FA(要 望)
1 39 45

2 16 14

5-3.「 主な話題」の分類 と傾向

「主な話題」 として抽出されたテキス トを、同 じ内容 を表す ものごとに分類 した結果

と、所見を以下 に記す。

5-3-1.2006年 度 後 期

〈今 日のFA(状 況)1回 〉

表 一5今 日 のFA(状 況) 1回 目のテ キ ス ト傾 向の 集 計結 果

傾 向 件数

板 書 の宇 が 小 さい 4

話 が聞 きや す い 2

説 明 ・進 度 が 速 い(速 くて つ い て い け な い) 5

よ い ・楽 し い 18

内 容 ・説 明 が わ か らな い ・難 しい 7

そ の他 感 想 ・要 望 3

計 39
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授業が楽 しい、 よい とい う授業 に満足 していると思われるテキス トの件数が多い もの

の、板書の字が小 さい、説明や進度が速 くついていけないといった、対応 し、十分改善

できるであろう意見 も含 まれている。 また、内容や説明が難 しくて分か らない とい う意

見 も含 まれている。

〈今後のFA(要 望)1回 〉

表 一6今 後 のFA(要 望)1回 昌 の テ キ ス ト傾 向 の 集 計 結 果

傾 向 件数

板 書 の 字 を 大 き く して ほ しい 14

ゆ っ く り進 め て ほ しい 8

わ か りや す く説 明 して ほ しい 3

今 のま ま で よい 5

ビデ オ を見 た い 2

内容 を簡 単 に して ほ しい 3

そ の他感 想 ・要望 4

計 39

今 日のFAを 受 けて、板書や授業進度への要望が一番多い。わか りやす く ・内容 を簡

単 にしてほ しいなどの要望 も数多 くある。

〈今 日のFA(状 況)2回 〉

表 一7今 日 のFA(状 況)2回 目の テ キ ス ト傾 向 の 集 計 結 果

傾 向 件数

私 語 が うる さい 3

座 席 指 定 で 私 語 が少 な くな った 2

授 業 が 楽 しい ・よ い 3

授業 内容 が理解 しやす い 5

授 業 内容 が理 解 しづ らい 3

要 望 が な い 、 か わ ら な い 8

進度 が速 い 1

プ リ ン トで 書 く と こ ろ が 小 さい 1

ビデ オ を見た い 1

そ の他(授 業 内容) 3

計 30
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私語に関 して2通 りの意見が出た。 もちろん別授業での意見ではあるが、座席指定が

非常 に効果的であることを表 している。1回 目で出ていた板書 ・進度 に関する要望はあ

まり現れてお らず、概ね改善 された もの と取 ることができるのではないだろうか。

〈今後のFA(要 望)2回 〉

表 一8今 後 のFA(要 望)2回 舅のテ キス ト傾 向 の集 計 結 果

傾 向 件数

ビデ オ を 見た い 3

板 書 の 字 を上 の ほ うに書 い て ほ しい Z

授 業 内 容 に つ い て 、 も っ と 知 りた い 6

授 業 進 度 をゆ っ く り して ほ しい 2

よい 1

そ の他(授 業 に 内容 に関 す る) 2

計 16

板書 ・授業進度 に関する要望 は若干ある ものの、「授業内容 について もっと知 りたい」

とい う、学生の意欲が引 き出された と見なされる意見 も多 く出ている。授業内容が魅力

あるものであることが大 きな要因ではあるが、授業 を改善 した結果 もこの ような意見 を

引 き出 した要 因のひとつではないだろうか。

5-3-2.2007年 度 春 学 期

〈今 日のFA(状 況)1回 〉

表一9今 日のFA(状 況)1回 目のテ キス ト傾 向の集 計結果

傾向 件数

理 解 で きず つ いて い け な い 16

宇 が小 さい ・わか らな い 2

私 語 が うる さい 2

説 明 を ゆ っ く りして ほ しい 5

よ い 13

授 業 の 進 め 方 が 工夫 してい て 良 い 8

理 解 で き る(よ うに な った) 15

これ か らが んば ろ うと思 う 7

その他 3

計 71
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理解で きる、授業の進め方が工夫 していて よい とい う意見が多い反面、理解 で きず授

業 についていけない という意見 も数多 く見受け られる。 また、板書や私語 に関す る要望

も少 しではあるがあ る。

〈今後のFA(要 望)1回 〉

表 一10今 後 のFA(要 望)1回 目の テ キ ス ト傾 向 の 集 計 結 果

傾 向 件数

黒 板 を 消 す の を ゆ っ く り して ほ しい ・ス ラ イ

ドの 切 り替 え を ゆ っ く り して ほ しい
3

板 書 を きれ い に して ほ しい 2

私 語 を注 意 して ほ しい 2

進 め方 へ の 要望 4

ゆ っ く り進 め て ほ し い 2

内容 へ の 要 望 13

ビデ オ を も っ と観 た い 9

今 の ま まで よい 10

計 45

授業の進め方、進度 に関する要望は出ている ものの、(理 解 で きる ように)簡 単 に、

あるいは分か りやす く説明 してほ しい といった意見 は見 られない。 この理由は不明だが、

〈今 日のFA(状 況)2回 〉

表 一11今 日のFA(状 況)2回 目の テ キ ス ト傾 向 の 集 計 結 果

傾向 件数

私 語 が ま だ あ る 1

理 解 で きず つ いて い けな い 5

よい(改 善 され た) 3

理解 で き た 5

計 14

理解 で きずついていけない とい う意見は1回 目よ りは少な くな り、改善 された、理解

で きるとい う意見が多 くなった。
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〈今後のFA(要 望)2回 〉

表 一12今 後 のFA(要 望)2回 目の テ キ ス ト傾 向 の 集 計 結 果

傾 向 件数

よ り勉 強 した い 6

授 業 内容 へ の 要望 6

授 業 が よい 2

計 14

ここでもさらに進んだ内容を勉 強 したいとい う意見が多 く見 られ るようになった。

5-3-3.FA分 析 結果 の所 見

2006年 度後期 ・2007年 度春学期 で共通 して見 られる傾向 として

・1回 目の今 日のFAで は板書 ・授業進度 を改善 してほしい という意見が多 くみ られる

・2回 目の今 日のFAで は改善 された結果が何 らかの形で現れている

・2回 目の今後のFAで は、さらに進んだ内容 を勉強 したい、教 えてほしいという意見

が出て きていて、授業改善に伴 って学生の勉強へ の意欲 を引 き出す結果に結びついて

いると思 われる

などが挙 げ られる。

6.お わ りに

今 回の報告では、2006年 後期お よび2007年 春学期 に実施 された リアル タイム授業評価

システムに関 してのデ.__.タを考察 した。

今回で4回 目の報告 になるが、 アンケー ト回収数 については年々改善されている手応

えを感 じてお り、事実ア ンケー ト回収数結果か らもその ことを読み取 ることがで きるの

ではないか と考える。各科 目の教員が期間中に2回 の調査を徹底 して行 っていただけた

こ と、 また教員がこの システムに慣 れて きたことなどが大 きな要 因ではないだろ うか。

また、 ここ数年は各期 につ き2回 のアンケー ト調査 を行っているが、 いずれの学期 も4

者択一の結果が2回 目には全体的に大幅に改良 されていることや、ア ンケー ト回収数な

どか らみる と、この回数 は妥当だ とい う結論 を固めることができたのではないか と思 う。

-146一



リアルタイム授業評価システムを活用した授業改善(4)

また、今 回も以前の方向 と別の切 り口で 自由記述テキス ト分析 を行ったが、 アンケー

ト2回 目の集計結果 を見る と、1回 目に出て きた学生 か らの要望 を各教員が効果的に

フィー ドバ ック して授業改善に努めてお られること、そういった授業改善が学生の勉強

意欲 をさらに引 き出 し、「もっ と知 りたい」 「もっと教 えてほ しい」 とい う意見 につな

がっている という側面 も見いだす ことがで き、大 きな収穫 であ った。

今後の課題 として、前回の報告で も述べ たように、小 テス トや課題の回答用の授業用

ッールとしての利用や、出席管理 としての利用な どを視野に入れてシステムを開発 して

い く必要がある と思われ る。 また、 これまで数年調査を続け蓄積 されたデー タにもとづ

き年度 をまたがったデー タ解析を も視野 にいれて調査を続けていかなければな らないと

考 えている。
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添付資料

添 付 資料 一1.C-POS授 業 評価 ア ンケ ー ト設 問 内容

アンケー ト設問

問1:「 今 日の授業は理解できましたか?(4段 階)」(必 須)

○よく理解できた ○ まあ理解できた ○あまり理解できなかった ○ほとんど理解できなかった

問2:「 今日の授業は面白かったですか?(4段 階)」(必 須)

○多々あった ○まああった ○あまりなかった ○全 くなかった

問3:「 今日の授業の進め方はどうでしたか?(4段 階)」(必 須)

○大変良かった ○ まあ良かった0あ まり良くなかった ○悪かった

問4:「 今日の授業は満足でしたか?(4段 階)」(必 須)

○大変満足 ○やや満足 ○やや不満 ○大変不満
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(1回 目)

問5「 今 日の授業」に対する意見を自由に記入して ください。(100文 字以内)(任 意)

問6「 今後の授業」に対する意見 ・要望を自由に記入 して ください。(100文 字以内)(任 意)

(2回 目)

問5「 前回のアンケー ト後授業が改善されたと思いますか?」(100文 字以内)(任 意)

問6(各 先生ごとの任意の質問)に ついて回答。(100文 字以内)(任 意)
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リア ル タ イム授 業 評価 シス テ ム を活 用 した授 業 改 善(4)

添1寸資 料 一42006年 度 後 期 問 別 平 均 点

1回 目 2回 目 全体

科 目名 理解度 興味 進め方 満 足度 理解度 興味 進め方 満足度 理解度 興味 進め方 満足度

科 目1 2.3 3.1 3.1 2.7 3.3 3.3 3.0 3.3 2.6 3.2 3.1 2.8

科 目2 3.5 3.6 3.5 3.4 3.7 3.6 3.7 3.7 3.6 3.6 3.6 3.6

科 目3 3.4 3.6 3.4 3.4 3.2 3.5 3.1 3.3 3.3 3.5 3.3 3.3

科 目4 2.8 2.8 2.8 2.$ 2.9 3.0 3.1 3.1 2.9 2.9 2.9 3.0

科 目5 3.4 3.5 3.2 3.3 3.5 3.7 3.5 3.7 3.5 3.6 3.4 3.5

科 目6 3.2 3.4 3.2 3.望 3.6 3.フ 3.5 3.6 3.4 3.6 3.4 3.4

科 目7 3.5 3.6 3.3 3.5 3.fi 3.5 s.s 3.5 3.5 3.6 3.4 3.5

科 目8 2.9 3.0 3.1 2.9 3.0 2.9 3.2 3.1 3.0 3.0 3.1 3.0

科 目9 2.8 2.9 2.7 2.9 3.3 2.$ 3.2 3.0 3.0 2.9 2.8 2.9

科 目 犯 a.o 4.0 3.5 3.5 4.0 4.0 4.0 3.8 4.0 4.0 3.8 3.7

科 §11 3.5 3.4 3.3 3.3 3.3 3.2 3.3 3.4 3.4 3.3 3.3 3.4

科 目12 2.9 3.5 3.2 3.0 3.4 3.8 3.5 3.3 3.1 3.6 3.3 3.1

科 目13 3.5 3.6 3.5 3.6 3.5 3.5 3.6 3.5 3.5 3.6 3.6 3.fi

科 目14 3.2 3.4 3.1 3.1 3.2 3.3 3.4 3.4 3.2 3.3 3.3 3.3

科 目15 3.5 3.3 3.3 3.0 3.4 3.3 3.6 3.3 3.5 3.3 3.3 3.1

科 目76 3.5 3.4 3.4 3.4 3.8 3.6 3.0 3.4 3.6 3.4 3.3 3.4

科 目17 3.4 3.5 3.4 3.3 3.6 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 a.a

科 目18 3.3 3.3 3.2 3.2 3.3 3.3 3.2 3.2 3.3 3.3 3.2 3.2

科 目19 3.4 3.4 3.2 3.3 3.i 3.1 2.7 3.0 3.2 3.3 3.0 3.1

科 目20 3.8 3.4 3.6 3.4 3.4 3.6 3.2 3.4 3.6 3.5 3.4 3.4

科 目21 3.3 3.4 3.2 3.2 3.7 3.5 3.5 3.6 3.5 3.4 3.4 3.4

科 目22 3.7 3.4 3.7 3.5 3.6 3.7 3.6 3.6 3.7 3.6 3.7 3.5

科 目23 3.0 3.2 3.2 3.2 3.2 3.3 3.3 3.2 3.1 3.2 3.3 3.2

科 目24 2.7 2.9 2.7 2.7 2.9 2.9 2.9 2.7 Z.s 2.9 2.8 2.7

科 目25 3.3 3.3 3.1 3.4 3.1 3.5 3.5 3.1 3.2 3.4 3.3 3.2

科 目26 2.0 2.4 2.5 2.3 z,o 2.4 2.5 2.3

科 目27 3.8 3.7 3.7 3.フ 3.8
「

s.s 3.8 3.7 3.8 3.7 3.8 3.7

科 目28 3.3 3.5 3.3 3.1 3.4 3.4 3.4 3.3 3.4 3.4 3.3 3.2

科 目29 2.4 2.3 2.3 2.3 2.9 2.8 3.0 2.8 2.フ 2.S 2.フ 2.6

科 目30 3.5 3.5 3.5 s.a 3.6 3.3 3.5 3.4 3.5 3.4 3.5 3.4

科 目31 3.3 3.2 3.4 3.3 3.3 3.z 3.4 3.3

科 目32 2.9 3.1 2.9 3.0 3A 3.3 3.4 3.4 3.2 3.2 3.1 3.2

科 目33 2.7 3.1 3.1 2.9 2.7 2.8 3.0 2.9 2.7 3.0 3.0 2.9

科 目34 3.0 3.5 3.3 3.2 3.0 3.3 3.5 3.3 3.0 3.4 3.4 3.2

科 目35 2.8 3.2 2.9 2.8 3.5 3.4 3.5 3.5 3.3 3.3 3.2 3.1

科 目36 3.4 3.4 3.3 3.4 3.0 3.2 3.2 3.2 3.3 3.3 3.3 3.3

科 目37 3.2 3.1 3.0 2.9 3.2 3.0 3.a 3.1 3.2 3.1 3.0 3.0

科 目38 3.0 3.0 2.9 2.9 3.0 3.2 2.$ 2.9 3.0 3.1 2.8 2.9

153一



大手前大学論集 第8号

1回 目 2回 自 全体

科 目名 理解 度 興味 進め方 満足度 理解度 興味 進め方 満足度 理解度 興味 進め方 満足度

科 目39 3.2 3.4 3.1 3.2 3.6 3.2 3.4 3.6 3.3 3.3 3.2 3.3

科 目40 3.2 3.5 3.4 3.4 3.3 3.4 3.4 3.3 3.3 3.5 3.4 3.4

科 目41 3.8 3.8 3.6 3.6 3.8 3.8 3.6 3.8 3.8 3.8 3.6 3.6

科 目42 3.7 3.6 3.7 3.7 3.7 3.6 3.7 3.7

科 目43 3.4 3.4 3.3 3.4 3.7 3.7 3.7 3.7 3.5 3.5 3.4 3.5

科 目44 3.7 3.4 3.6 3.9 4.0 4.0 4.0 3.5 3.7 3.5 3.6 3.8

科 目45 3.4 3.3 3.5 3.5 3.5 3.6 3.5 3.5 3.4 3.5 3.5 3.5

科 目46 3.6 3.2 3.1 3.1 3.4 3.2 3.3 3.3 3.5 3.2 3.2 3.2

科 目47 2.5 2.9 2.7 2.5 3.3 3.0 3.0 2.8 2.7 2.9 2.8 2.6

科 目48 3.7 3.7 3.8 3.8 3.6 3.5 3.6 3.6 3.6 3.fi 3.7 3.7

科 目49 3.1 3.4 3.2 3.3 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.4 3.2 3.2

科 目50 2.3 z.a 2.7 2.$ 2.5 2.8 3.d 2.9 2.4 2.6 2.8 2.8

総計 3.2 3.3 3.2 3.2 3.3 3.3 3.3 3.3 3.2 3.3 3.2 3.2
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リア ル タイ ム授 業 評 価 シ ス テ ム を活 用 した授 業 改 善(4)

添f寸゚資 孝斗一52007f手 三度 春 学 其月間 男il判Z均、崇ミ

1回 員 2回 目 全体

科 目名 理解度 興味 進め方 満足度 理解度 興味 進め方 満足度 理解度 興味 進め方 満足度

科 目1 3.3 2.9 3.3 3.1 3.3 2.9 3.3 3.1

科 目2 3.5 2.9 3.5 3.4 3.5 2.9 3.5 3.4

科 目3 3.4 3.0 3.2 3.1 3.4 3.0 3.2 3.1

科 目4 3.6 3.3 3.5 3.3 3.6 3.3 3.5 3.3

科 臼5 3.5 3.4 3.3 3.3 3.5 3.4 3.3 3.3

科 囲6 3.5 3.0 3.6 3.2 3.5 3.0 3.6 3.2

科 目7 3.9 3.1 3.8 3.7 3.9 3.1 3.8 3.7

科 目8 3.0 2.7 3.0 3.0 3.a 2.7 3.0 3.0

科 目9 3.3 2.S 3.3 3.1 3.3 2.9 3.3 3.1

科 目10 3.0 2.2 3.2 2.9 3.0 2.2 3.2 2.9

科 目 質 3.6 3.5 3.5 3.5 3.6 3.5 3.5 3.5

科 目32 3.1 3.1 3.2 3.1 3.1 3.1 3.2 3.1

科 目13 3.3 2.9 3.1 3.2 3.3 2.9 3.1 3.2

科 目14 2.9 2.7 3.1 2.8 z.s 2.7 3.1 2.8

科 目15 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3

科 目16 3.2 3.3 3.2 3.1 3.2 3.6 3.4 3.5 3.2 3.4 3.3 3.z

科 目17 3.fi 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 3.5 3.5 3.5 3.4 3.5 3.5

科 目18 3.6 3.5 3.4 3.4 3.4 3.6 3.4 3.4 3.5 3.5 3.4 3.4

科 目19 3.6 3.4 3.2 3.9 2.9 3.1 3.0 3.1 3.2 3.3 3.1 3.5

科 目20 2.6 2.4 3.0 2.9 2.4 2.5 2.7 2.7 2.5 2.5 2.9 2.8

科 目21 2.9 2.9 2.8 2.8 2.9 3.1 3.1 3.1 2.9 3.0 2.9 2.9

科 目22 3.8 3.9 3.6 3.8 3.7 3.8 3.8 3.6 3.8 3.$ 3.7 3.7

科 目23 2.a z.s 2.9 2.6 3.2 3.3 3.3 3.0 2.8 3.1 3.1 2.8

科 目24 3.1 3.7 2.9 2.9 3.6 3.4 3.4 3.4 3.3 3.2 3.1 3.1

科 目25 3.5 3.3 3.6 3.4 3.6 3.5 3.4 3.4 3.5 3.4 3.5 3.4

科 目26 3.1 3.2 s.o 3.1 3.1 3.2 3.0 3.0 3.1 3.z 3.Q 3.1

科 目27 3.7 3.5 3.7 3.6 3.9 3.8 3.9 3.8 3.8 3.7 3.8 3.7

科 目28 3.5 3.5 3.5 3.5 3.7 3.6 3.6 3.5 3.6 3.6 3.5 3.5

科 目29 2.9 z.$ 3.1 3.0 3.5 3.3 3.4 3.5 3.2 3.1 3.2 3.2

科 目30 3.8 3.7 3.8 3.6 3.9 3.5 3.5 3.8 3.9 3.s 3.7 3.7

科 目31 3.4 3.4 3.3 3.2 3.6 3.6 3.6 3.fi 3.5 3.5 3.5 3.4

科 目32 3.2 3.5 3.2 3.2 3.8 3.8 3.5 3.5 3.5 3.6 3.3 3.3

科 目33 3.0 3.0 3.1 3.0 3.3 3.4 3.3 3.2 3.1 3.2 3.2 3.1

科 目34 3.6 3.4 3.4 3.5 3.7 3.6 3.7 3.8 3.6 3.5 3.6 3.6

科 目35 3.2 3.4 3.4 3.4 3.4 3.7 3.4 3.3 3.3 3.fi 3.4 3.3

科 日36 2.7 2.8 2.9 2.7 3.3 3.2 3.4 3.3 2.9 2.9 3.1 3.0

科 目37 3.8 3.7 3.3 3.5 3.6 3.8 3.4 3.5 3.7 3.8 3.3 3.5

科 錫38 3.4 3.3 3.3 3.4 3.3 3.3 3.3 3.4 3.4 3.3 3.3 3.4
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大手前大学論集 第8号

1回 碧 2回 目 全体

科 目名 理解度 興味 進め方 満足度 理解度 興味 進め方 満足度 理解度 興味 進め方 満足度

科 目39 Z.a 3.2 3.4 2.9 2.2 z.s 2.8 2.5 2.5 3.Q 3.1 2.7

科 目40 z.s 3.0 2.7 2.8 3.1 3.3 3.0 3.0 2.9 3.1 2.9 2.9

科 目41 3.2 3.i 3.2 3.] 3.3 3.4 3.3 3.2 3.3 3.3 3.2 3.1

科 目42 3.3 3.0 3.3 3.3 3.5 3.5 3.7 3.7 3.4 3.2 3.4 3.4

科 目43 3.2 3.1 3.1 2.9 3.0 2.フ 3.0 2.7 3.2 3.1 3.1 2.9

科 昌44 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.4 3.3 3.2 3.2 3.3 3.3

科 目45 2.9 Z.8 3.0 3.1 2.7 z.s 2.7 2.7 2.9 2.$ 3.0 3.0

科 目46 z.s 3.1 2.7 2.9 3.3 3.0 2.9 3.1 3.0 3.1 z.s 3.0

科 目47 3.5 3.z 3.6 3.3 3.3 3.4 3.6 3.5 3.4 3.3 3.6 3.4

科 目48 3.2 3.3 3.3 3.3 2.9 2.9 2.8 2.9 3.0 3.0 3.0 3.1

科 目49 3.8 3.7 3.8 3.7 3.5 3.5 3.6 3.6 3.6 3.6 3.7 s.s

科 目50 3.3 3.3 3.2 3.3 3.8 3.7 3.6 3.6 3.5 3.5 3.4 3.4

科 目51 3.5 3.0 3.2 3.3 3.6 3.8 3.5 3.6 3.5 3.4 3.3 3.4

総計 3.2 3.1 3.2 3.2 3.3 3.4 3.3 3.3 3.3 3.2 3.3 3.2
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